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１１１１１ ..... はじめにはじめにはじめにはじめにはじめに
　視距離は視対象の見えの大きさを左右するだけでな
く、視対象の見かけの色を変化させる。これは視距離
が増減することで、視覚に影響する拡散光や直射光の
量が変化するからである。景観計画においてはこのよ
うな見かけの色彩の特性を踏まえておかなければなら
ない。
　本研究では、視距離が増加すると色の見えの印象が
どのように変化するのかを、照度や太陽光の影響を考
慮して追究する。本稿では 16色のカラーカードを用
い、各色相・各トーンごとに見かけの明度（以後、明
度と呼ぶ）と見かけの彩度（以後、彩度と呼ぶ）に注
目し、視距離と見かけの色との関係を明らかにする。
２２２２２ ..... 研究材料研究材料研究材料研究材料研究材料
　まず赤・黄・緑・青の 4色相を選択した。そして、
各色相につき JIS系統色名1)よりビビッドトーン,ライ
トトーン,グレイッシュトーン,ダークトーンの4トー
ンを選び、計 16色のカラーカードを用意した（表 -1）。
３３３３３ ..... 測色の方法測色の方法測色の方法測色の方法測色の方法
　本研究では、色彩色差計を用いた測色（以後、測色
1とする）と、デジタルカメラを用いた測色（以後、測
色 2）の 2種類を行った。　
　測色1では壁にカラーカードを設置し、色彩色差計
（MINOLTA CS-100）を使用して、全16色のカラーカー
ドを 1m間隔で 20mまで測色した。また 1色測るたび
にそのときの照度も測定した。
　測色 2はデジタルカメラ（Nikon D1x）を据え付け

る位置を基準点として、そこから10m～150mまで10m

間隔で測色した。各地点ごとに全 16色のカラーカー
ドを撮影した。また1枚撮影するたびにそのときの照
度も測定した。撮影した写真を Adobe Photoshop

Ver.7.0で画像分析し、測色した。
　なお測色 1,2とも、照度に関して距離が離れると増
加する時間帯（以後、パターン 1とする）と、逆に距
離が離れると照度が減少していく時間帯（以後、パ
ターン 2）の 2通りの条件で行った（図-1,2）。また、
それぞれの条件の下で測色を3回行い、それらの平均
値を求めた。
４４４４４ ..... 分析分析分析分析分析
　測色 1,2で求めた明度・彩度と距離との近似式を求
め、その傾きを導き出す。色調の違いが、明度、彩度
の距離変化に与える効果を調べるためである。
　測色 1の場合、1mから 20mまでの明度・彩度の平
均値、測色 2の場合は 10mから 150mまでの明度・彩
度の平均値をそれぞれ求め、明度・彩度の平均値と近
似式の傾きとの関係を求める（図 -3～図 -10）。
５５５５５ ..... 結果と考察結果と考察結果と考察結果と考察結果と考察
　測色 1のパターン 1の場合、トーンごとの明度の平
均値が大きいほど傾きが正方向に大きくなる。また
トーンごとの彩度の平均値が大きいほど、傾きは負方
向に大きくなる。
　測色 1のパターン 2の場合は、トーンごとの明度の
平均値が大きいほど傾きが負方向に大きくなる。また
トーンごとの彩度の平均値が大きいほど、傾きは負方

図-1　測色 1の照度と経過時間の関係
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表-1　使用する色の一覧

トーン

ライト

ビビット

グレイッシュ

ダーク

赤 黄 緑

色相

青

図-2　測色 2の照度と経過時間の関係
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向に大きくなる。
　測色 2のパターン 1では、トーンごとの明度の平均
値が大きいほど傾きが小さくなる。一方、トーンごと
の彩度の平均値が大きいほど、傾きは負方向に大きく
なる。
　測色 2のパターン 2の場合では、トーンごとの明度
の平均値が大きいほど傾きが小さくなり、一方、トー
ンごとの彩度の平均値が大きいほど、傾きは負方向に
大きくなる。
　測色 1の場合、パターン 1では明度が高い色程明る
くなりやすく、彩度が高い色程あざやかになりやすい
傾向がみられ、パターン2では明度が高い色程暗くな
りやすく、彩度が高い色程淡くなりやすい傾向がみら
れた。つまり、距離が離れつつ照度が上がっていくと
きには明るい色はより明るく、あざやかな色はよりあ
ざやかになり、距離が離れつつ照度が下がっていくと
きには明るい色はより暗く、あざやかな色はより淡く
なるという傾向がある。

図-3　測色 1　パターン 1：
明度と傾きの関係 *

図-5　測色 1　パターン 2：
明度と傾きの関係 *

図-4　測色 1　パターン 1：
彩度と傾きの関係 *

図-6　測色 1　パターン 2：
彩度と傾きの関係 *
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図-7　測色 2　パターン 1：
明度と傾きの関係 *

図-9　測色 2　パターン 2：
明度と傾きの関係 *

図-8　測色 2　パターン 1：
彩度と傾きの関係 *

図-10　測色 2　パターン 2：
彩度と傾きの関係 *
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*明度・彩度と距離との相関係数の有意確立：黒字はP ＜ 5%, 白字は P ≧ 5%

　測色 2の場合は、パターン 1では明度が低い色程明
るくなりやすく、彩度が高い色程淡くなる傾向が見ら
れた。パターン2でも明度が低い色程明るくなりやす
く、彩度が高い色程淡くなりやすい。つまり、測色 2

では照度の増減に関わらず、距離が離れると暗い色は
より明るく、あざやかな色はより淡くなるという傾向
がある。
　測色1と2は方法が異なるので単純な比較はできな
いが、両者の違いは視距離が短い間は直射光の影響を
受けやすく（測色1）、視距離が長いときは拡散光の影
響が大きくなる（測色 2）ためと思われる。
　測色 1,2で共通しているのは、パターン 1とパター
ン2の双方ともあざやかな色ほど淡くなりやすいとい
うことである。明度よりも彩度の方が、拡散光の影響
を受けやすいと思われる。
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